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第 12 回神田警察通り沿道整備推進協議会 議事要旨 

 

■日 時：平成 30 年２月１日（木）14：40～15：20 

■会 場：千代田区役所８階 第１委員会室 

■出席者：  

〔委員〕 

●●会長・●●副会長 

●●委員・●●委員・●●委員・●●委員・●●委員・●●委員 

大森委員（まちづくり担当部長） 

印出井委員（景観・都市計画課長）・須貝委員（道路公園課長） 

佐藤委員（神田地域まちづくり課長） 

〔オブザーバー〕 

環境まちづくり部 保科環境まちづくり部長 

神田公園出張所 平井所長 

〔事務局〕 

神田地域まちづくり課・ＵＲ都市機構 

 

１．開会 

【環境まちづくり部長】 

●平成 28 年に着手した神田警察通りのⅠ期道路整備について、イチョウの保存を求める陳

情が区議会に提出され工事が中断し、結果的に、イチョウを保存することに計画を変更し、

昨年暮れから工事を再開したところである。しかし、この度、共立学園前のプラタナス５

本についても現地に残すよう陳情が出された。区としては自転車走行レーンと重ならな

いように移植が必要と考えているが、協議会の意見を聞くため、急遽開催した。 

 

 

２．議事 

（１）神田警察通りⅠ期工事について 

【道路公園課長】 

●神田警察通りⅠ期工事について、プラタナス保存の陳情が出されている。平成 30 年１月

25 日の企画総務委員会で陳情審査が行われ、結論が出ず継続審査となった。本日は、プ

ラタナスの取扱いについて意見を伺いたい。 

●プラタナスについては、当初計画ではイチョウ同様、伐採の予定であった。５本のうち、

樹木診断のＡ判定の２本は、近隣の植樹桝に移植を行い、Ｂ１判定の３本については、近

郊の苗圃に移植するよう計画変更したところである。 

●これまで当協議会において、イチョウの保存について説明してきたが、プラタナスについ
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ては、現位置に残せないことが共通認識であると思い込んでおり、丁寧な説明が不足して

いた。そのため、先日持ち回りで計画内容の説明をしたところである。 

 

資料１、資料２、参考資料について道路公園課より説明 

【道路公園課長】 

●イチョウの保存を前提とし、この区間に限って駐車帯をなくし車道側に自転車走行空間

を整備するということを説明した。その際に、プラタナス移植という説明が不足していた

ことはお詫びする。 

●資料２において、黒丸がプラタナスで神田警察通りの起点の交差点から約 50ｍに渡り、

５本植栽されている。樹齢は不明だが、昔からある樹木ではない。自転車走行空間とプラ

タナスが重なってしまうため、やむなくプラタナスを移植する計画とした。 

●陳情者は、プラタナスを避けて自転車走行空間を共立学園側に通す提案をしているが、そ

れでは歩行空間が現況より狭くなって、歩行者や自転車が安全・安心に通行できる整備を

するという目的が達成できない。 

●参考資料のとおり、街渠（排水施設）がほぼ完成しており、歩道のラインができている。

さらに先の施工に関しては自転車走行空間がプラタナスの植栽にかかっており、プラタ

ナスを移植しなければ街渠を取壊しできない。よって、現在は反対の学術センター側の街

渠を先行して施工している。 

●「千代田区自転車利用ガイドライン」や「神田警察通り沿道賑わいガイドライン」でも、

歩行者空間の拡幅と快適化や自転車走行空間の整備を進めることになっており、神田警

察通りの整備では、歩行空間のバリアフリー化だけでなく、歩道内で歩行者と自転車の分

離を図ることで、歩行者の安全を確保すること目的としている。 

●区役所の前の道路が都市計画道路として整備予定となっており、その際に自転車道が整

備されれば、神田駅から区役所まで歩行者や自転車が安全・安心に通行できる道路ができ

る。自転車ネットワークの整備を進めるためには、プラタナスの移植は避けられないが、

工夫をして５本のプラタナスを全て神田警察通り付近の空いている植樹桝に移植して、

周辺の街路樹が減らないよう配慮したい。 

 

【会長】 

●イチョウを残すということを踏まえて、前回及び前々回と２回に渡って説明をいただい

た。今回は新たに、プラタナスを残すことについて提案を受けている。これに対して質問・

意見があればいただきたい。 

 

【委員】 

●外堀通りにもプラタナスがあり、冬になると落ち葉がひどい。共立学園の前の歩道を広く

して、プラタナスは他の場所に移してもらった方が良い。 
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●神田駅から歩いて共立学園の前を通って来たが、せっかく歩道を広くしたのにこのイチ

ョウを残すのかと思うと、がっかりしている。 

 

【委員】 

●車から人へという流れの中で、優先すべきは歩行者である。プラタナスを残して、歩行者

空間が狭くなるのは本末転倒である。共立学園前のプラタナスについては、枝ぶりがよく

ていい木だとは思うが、首都高速等もあり、あまり良い環境ではないので、他に移植して

大切に育てるというのが賢明ではないか。 

 

【委員】 

●プラタナスの移植は、それが可能であればそうした方が良い。 

●共立学園側の自転車走行レーンだけ雉子橋側に伸びているが、これは必要なのか。 

 

【道路公園課長】 

●自転車ネットワークということで、雉子橋通りにもつながっていくことから、共立学園側

の自転車走行レーンについては、雉子橋側にも伸ばしていく必要がある。 

 

【委員】 

●プラタナスを移植することに何か問題はあるのか。以前、当町会には車いすを使用してい

る方が５名ほどいて、傾斜がきつくない安全な歩道の整備を皆さん望んでいたが、それを

待たずに、５名の方は皆さん亡くなってしまった。今回のプラタナスも、木を切ってしま

うということではなく、移植をするということなのだから、車いすを使う人が安全に歩道

を通れるように、早く歩道を整備してほしい。人とプラタナスとどちらが大事なのか。 

●イチョウの問題でも、工期が遅れている。工期はどれぐらい遅れているのか。こんなこと

で工事を止めてほしくない。 

 

【道路公園課長】 

●歩行者空間を２ｍとするのは、車いす同士がすれ違える幅と考えているためだが、陳情者

からは車いすがすれ違うことはほとんどないし、自転車も走行レーンを作らなくても自

由に走るので必要ないのではないかという意見である。 

●イチョウの件で、１年４か月ほど遅れており、今回またプラタナスの移植の件で止まって

いる。年度末をめどに竣工できるよう頑張っているが、状況は厳しい。 

 

【委員】 

●工事を急いでほしいと、これまでお願いし続けてきた。何とか説得して早く工事を進めて

ほしい。 
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【道路公園課長】 

●当初は伐採を予定していたが、「木も大切」という意見があったことから、２本を近隣の

植樹桝に、３本を区外の苗圃に移植することにしていた。さらに、今回の陳情を踏まえ、

５本すべてを近隣の植樹桝に移植することにしたことから、地域の街路樹の本数として

は変わらないことになる。 

 

【委員】 

●示していただいた設計が変わるということか。 

 

【道路公園課長】 

●移植する場所は変わるが、設計自体は変わらない。 

 

【委員】 

●プラタナスの移植については問題ないというのが協議会の全会一致に近い意見であるの

で、陳情者を説得してほしい。 

 

【事務局】 

●プラタナスのあり方について、皆さん一緒の意見をいただいた。何よりも人に重きを置い

て早く整備することが一番大切だと思う。 

 

【会長】 

●いろいろ皆さん、苦労されているとは思うが、協議会の意見を踏まえ進めて欲しい。 

 

【委員】 

●区議会だよりに中央区と千代田区との区境の写真が載っていたが、中央区は電柱も無く、

道路もきれいに整備されている。神田警察通りは、協議会ができて６年以上経っているが、

まだ形も見えない。千代田区でも工事が早くできるという見本を見せて欲しい。 

 

【委員】 

●今まで、街路樹の話は協議会でしてこなかったが、イチョウの件があって初めて街路樹の

話が協議会で話された。Ⅱ期工事以降も街路樹の件について、また陳情があったらどうす

るのか。 

 

【事務局】 

●現在、共立学園前以外の神田警察通りの街路樹についても状態調査を行っており、結果が
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まとまり次第、説明させていただく。現状の街路樹の位置のままで道路整備はできないの

で、残すにしても移植は必要になってくる。 

●今までの協議会の中で、「花のなる木がいい」という意見をたくさんいただいているので、

植えた後の育成も含め、どういう木がいいのかというのを、この場で皆さんと一緒に話し

合いをしていきたい。 

 

【委員】 

●イチョウや落葉樹は勘弁してほしい。 

●落葉樹に類するものをできるだけ避けてもらい、花が云々ということも含めて、検討して

もらうと非常にありがたい。 

 

【事務局】 

●道路の幅員に対して、樹木の高さとか、全体としてのバランスもある。木も生育していく

ので、将来を見据えた形で、整備について検討していきたい。 

 

【環境まちづくり部長】 

●本協議会の集約としては、歩行者や自転車が、安全で安心に通行できる空間の確保が大事

であり、プラタナスも近くに移植して、樹木の本数そのものは変わらないということから、

現在の設計どおりに工事を進めて、早く道路整備を完了させて欲しいということでよろ

しいか。 

 

【委員】 

●歩行者と自転車だけではなく、障害者も大事。 

 

【委員】 

●プラタナスに対しては、人々の思いが余り詰まっているものではなく、あの場所にある必

要もない。電線に枝が絡まったり、首都高速があったり、プラタナスにとってもかわいそ

うな環境であると感じるので、他の良い場所に移植した方がプラタナス自身も幸せだろ

う。 

 

【会長】 

●そのようなことで、早く道路整備を完了していただけるとよろしい。 

 

 

３．その他 

【事務局】 
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●次回の協議会開催を 2 月 16 日に予定していたが、今回、急遽開催したというところであ

り、新しい樹木の話など宿題をいただいているので、２月 16 日は延期とし、再度日程を

調整の上、案内させていただく。 

 

 

４．閉会 

 


